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１ 第二次福岡県観光振興指針（2020年度～2023年度）の目標と現状 _①

● 目指す将来像 ⇒ 「持続可能な観光先進県 福岡」

基本方針

● 目標値（KPI）

１ 戦略的なインバウンド誘客による旅行消費額の拡大

２ 旅行者の県内各地への来訪促進

３ デジタルマーケティングの推進

４ 持続可能な観光の推進

2

目標
達成率

外国人入国者数 ３２８万人 ２８５万人 ３３万人 ０．６万人 ０．２％ ３６０万人

延べ宿泊者数 １，６７３万人 ２，０４２万人 １，０５９万人 （※3）９８８万人 ４９．４％ ２，０００万人

延べ宿泊者数　（外国人） ３３７万人 ４２６万人 ６２万人 （※3）　１２万人 ２．４％ ５００万人

旅行消費単価　（通常入国外国人） ５７，６００円 ６５，７００円  　　　　　　　（※1） ―  　　　　　　　（※1） ―  ― ６１，５００円

旅行消費額
　（日本人）
　（外国人）

　　　　 ９，２５３億円
　　　 （７，２３１億円）
　　　 （２，０２２億円）

　　　　 ９，９３４億円
　　　 （７，９９６億円）
　　　 （１，９３８億円）

 　　　　　　　（※1） ―

　　　 （２，９７９億円）
　　　（　　　　　　 ―）

 　　　（※1）（※3） ―

　　　 （２，７１２億円）
　　　（　　　　　　 ―）

 ― ９，７００億円

観光関連産業の売上金額 ７，８６２億円 　　　　　　 （※2） ― 　　　　　　 （※2） ― 　　　　　　 （※2） ―  ― ８，２００億円

（※1）2020・2021年(R2・R3)の旅行消費額(単価)は日本人のみ（外国人は調査を中止しているため不明）

【出典】・外国人入国者数：法務省「出入国管理統計」 （※2）令和3年経済センサス-活動調査の調査結果の公表まで不明

　　　　・延べ宿泊者数：観光庁「宿泊旅行統計」 （※3）2021年(R2)の延べ宿泊者数及び旅行消費額は、2021年速報値

　　　　・旅行消費単価：訪日外国人消費動向調査

　　　　・旅行消費額：観光庁「訪日外国人消費動向調査」及び法務省「出入国管理統計」を基に福岡県算出

目標値
2023年(R5）

数値目標
2018年(H30） 2019年(R1） 2020年（R2）

現状値
2021年(R3）

　　　　・観光関連産業の売上金額：総務省・経済産業省「経済センサス」、観光庁「旅行・観光産業の
　　　　　経済効果に関する調査研究」に基づき、宿泊業、飲食業における観光による売上金額を推計



１ 第二次福岡県観光振興指針（2020年度～2023年度）の目標と現状 _②

● ４つの施策に係る目標

１ 受入環境の充実

２ 観光資源の魅力向上

３ 効果的な情報発信

４ 観光振興の体制強化
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１ 受入環境の充実

２ 観光資源の魅力向上

３ 効果的な情報発信

４ 観光振興の体制強化

※年度で集計している項目の現状値（2021年）は11ヶ月分（2021年4月～2022年2月）の数値
であるため、単純比較できない。

成果指標
2018年（H30） 2019年（R1） 2020年（R2）

現　状
2021年（R3）

目標値
2023年（R5）

日本版ＤＭＯ及びＤＭＯ候補法人の数
(※)

６団体 ９団体 １１団体 １４団体 ９団体

観光人材育成研修受講者数(※) ― ２４４人 ８４６人 １，５１０人 累計３，８００人

成果指標
2018年（H30） 2019年（R1） 2020年（R2）

現　状
2021年（R3）

目標値
2023年（R5）

日本人旅行消費単価（宿泊客） ６１，０００円 ６１，５００円 ４９，４００円 ５３，９００円 ６２，０００円

旅行商品として販売したインバウンド
向け体験プログラムの数(※)

１５商品 ２３商品 ３６商品 ３６商品 ３０商品

サイクルツーリズムモデルルート数(※) ５箇所 １０箇所 １０箇所 １０箇所 １０箇所

成果指標
2018年（H30） 2019年（R1） 2020年（R2）

現　状
2021年（R3）

目標値
2023年（R5）

全国の延べ宿泊者数に占める福岡県
の延べ宿泊者数の割合（外国人）

３．６％ ３．７％ ３．４％ ２．７％ ４．０％

インバウンド協力店登録数(※) １，００４店舗 １，０４９店舗 １，０７８店舗 １，０７９店舗 ２，０００店

ふくおかバリアフリーマップ掲載施設数
(※)

４，６１９箇所 ― ５，５６６箇所 ５，６２４箇所 ９，０００箇所

成果指標
2018年（H30） 2019年（R1） 2020年（R2）

現　状
2021年（R3）

目標値
2023年（R5）

ＳＮＳフォロワー数(※) １２９，５７９人 ２１２，２５９人 ２９３，２１８人 ３１８，５８１人 ２６０，０００人

県ホームページセッション数(※) ２０８万ｾｯｼｮﾝ １９１万ｾｯｼｮﾝ １４６万ｾｯｼｮﾝ １４７万ｾｯｼｮﾝ ５２０万ｾｯｼｮﾝ

県ホームページ平均セッション時間(※) １分０８秒 １分０５秒 １分１３秒 １分１４ 秒 ２分４０秒



２ 令和３年度における観光振興の取組状況について _①
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■ 宿泊事業者が行う受入対応強化を支援

・ 旅行者の満足度や利便性の向上・受入対応の強化のため、福岡県内の宿泊施設が実施するバリアフリー化などの施設改修や多言語案内・情報発信、

新型コロナウイルス感染症対策、ワーケーション環境整備等の取組みを支援

※ 補助率３／４、上限７５０万円（政令市は補助率１／２、上限５００万円）

※ 支援件数：４９０件

※資料協力：ホテルニューオータニ博多

折りたたみ式の簡易スロープの設置

※資料協力：亀乃屋

デジタルサイネージの設置

※資料協力：大観荘

(左)サーモグラフィー体温計、
(右)空気清浄機】ワーケーションスペースの整備

※資料協力：ホテルニューオータニ博多

１ 受入環境の充実

【支援実績(一例)】



２ 令和３年度における観光振興の取組状況について _②
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■ 統一的なテーマ設定による資源開発と商品造成を支援

・ 県内６地域に設定した広域観光エリアにおいて、各エリアの強みを活かしながら、他地域との差別化を図るための“尖った”観光テーマを設定し、観光客の

ニーズに沿った体験プログラムの磨き上げ等を行い、「体験する、観る、食べる」をまるごと楽しめる本県の新たな“観光の核”となる地域づくりを推進

・ 広域観光エリアにおける体験プログラム開発や受入環境整備、観光消費促進に関する事業を実施する観光関連事業者を支援

※ 補助率３／４、上限３００万円

※ 支援件数：１４件

リョカンピング（岡垣町） トゥクトゥク（宗像市） 古民家改修（朝倉市） 旧図書館を飲食店に活用（久留米市）

２ 観光資源の魅力向上

【支援実績(一例)】



２ 令和３年度における観光振興の取組状況について _③
6

【第２弾】 県民向け前売り宿泊券・旅行券
観光応援キャンペーン

【第３弾】 県民向け観光キャンペーン 【第４弾】 観光キャンペーン

販売期間 令和３年６月３０日～７月２０日 令和３年７月２６日～
令和４年４月２８日へ延長 ※コンビニ券販売終了

令和３年１２月１０日～
令和４年４月２８日へ延長

利用期間 令和３年７月１２日～
令和４年４月２８日へ延長

令和３年７月２６日～
令和４年４月２８日へ延長

令和３年１２月１０日～
令和４年４月２８日へ延長

目標人数
【販売実績】

７万人
【約３０万枚（約３万人分）】

６１万人 ※第４弾含む ６１万人 ※第３弾含む

利用対象者 福岡県居住者 福岡県居住者 福岡県、山口県、佐賀県、長崎県、熊本県、
大分県居住者
※条件：ワクチン・検査パッケージの適用

内 容 ・ 購入時に指定した県内の宿泊施設や旅行会社で利用可

能な前売り割引宿泊券・旅行券（１泊当たり最大5,000円/人、

日帰り最大5,000円/人）

・ 県内の飲食店や土産物店等で利用可能な地域クーポン券

（１泊当たり最大2,000円/人、日帰り最大1,000円/人）

・ 県内の宿泊施設を利用する際の宿泊料金を割引（１泊当たり最大5,000円/人）

・ 県内の旅行会社が販売する旅行商品代を割引（１泊当たり最大5,000円/人、日帰り最大3,000円/人）

・ 県内の飲食店や土産物店等で利用可能な地域クーポン券（１泊当たり最大2,000円/人、日帰り最大1,000円/人）

※福岡コロナ警報等の実施を受け、令和４年１月２８日から販売・利用を一時停止

３ 効果的な情報発信

■ 「福岡の避密の旅」観光キャンペーンの実施

■ デジタルプロモーションの推進

・ HPによる情報発信（国内向け「クロスロードふくおか」、海外向け「VISIT FUKUOKA」）

・ SNSによる情報発信（Facebook、Instagram、WeChat、YouTube）

・ 動画による情報発信（国内：避密の旅キャンペーン動画８本、海外：オンラインツアー動画８本 ）
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■ 県内各地域の観光を支える人材の育成

・ 多様化する観光ニーズに対応する人材を育成し、観光客が安心・快適に旅行できる環境を整備

４ 観光振興の体制強化

コース名 対象者 R3実施内容

観光ガイドコース 県内各地域のガイド等 ○ 観光ボランティアガイドリーダー育成

・ 新しい生活様式を取り入れた観光ガイド手法を学び、実践できるボランティアガイドの育成

・ 講義及び現地でのロールプレイングを中心とした実践研修会を開催

※ 参加者：４２名（計８回）

○ 地域観光コンシェルジュ育成

・ 地域の魅力を効果的に発信できる観光案内所スタッフの育成

・ 各地域の観光資源の認知度を高めるため、SNS等を活用した地域の魅力発信方法に関する研修を開催

※ 参加者：２２１名（計６回）

観光地域づくりコース 市町村、観光協会等 ○ ふくおか観光地域づくり共創塾

・ 観光地域づくり法人の機能や役割を担うための専門人材の育成

・ 「データ分析」や「デジタルプロモーション」の専門家による講座を開催

※ 受講生：３２名（計１０回）

観光関連産業コース 飲食店、宿泊施設等
の観光関連事業者

○ 宿泊施設おもてなし向上研修

・ 県内宿泊施設における受入対応やサービスの向上により、旅行者の満足度向上やリピーター化を図る

・ 航空会社の客室乗務員を講師に迎え、「第一印象の向上」や「コミュニケーション」に関する研修を開催

※ 参加者数：延べ１９４名（計５回）

○ 観光地域飲食店への研修

・ 県内飲食店における受入対応やサービスの向上により、旅行者の満足度向上やリピーター化を図る

・ コロナ禍における飲食店の課題解決に向けたオンラインセミナーを開催

※ 参加店舗数：５１店舗（計４回）
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● 取組に対する課題

１ 受入環境の充実（観光産業の育成）

２ 観光資源の魅力向上（観光地域づくり）

３ 効果的な情報発信（デジタルプロモーション）

４ 観光振興の体制強化（人材育成）

・ 宿泊事業者をはじめとした観光事業者の生産性向上

・ コロナ感染症への対応（観光産業への支援）

・ 旅の目的となりえるコンテンツの造成（商品競争力の向上）

・ 地域におけるプレーヤーの確保、掘り起こし

・ サーロインの法則(※)を念頭に置いたプロモーションの強化

・ 訴求力の向上（フォロワーの質と量の向上）

・ デジタルマーケティングを担う人材の育成

・ 観光推進団体の組織強化

※ 作る（３）：届ける（６）：分析する（１）



ｃｃｖ

３ 前回の福岡県観光審議会（令和3年11月30日開催）

（議題）①令和３年度における観光振興の取組状況について
②福岡県次期総合計画において展開する観光振興施策の方向性について

・ コロナ禍はデジタルへシフトするチャンス。デジタルマーケティングの結果に基づいた施策を立案し、PDCAサイクルを強化すべき

・ デジタルマーケティングの強化のためには、体制づくりや専門人材の登用が重要。また、誰が何をやるのかという方針まで明確にすると、より加速する

・ オンラインを通じた魅力発信の中でも、地元の人と触れ合う要素を含めるなど、リアルに繋げていく仕掛けが重要
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・ 地域の魅力をドラマチックに語れる人材など、プロフェッショナルガイドの養成が重要

・ 体験商品を販売する事業者のオンライン予約への対応が課題

・ 数年間はインバウンド市場が戻らないため、県の観光市場を支える日本人観光客の誘致を強化すべき

・ 政令市を入口に、県内各地の自然や文化を楽しむような、県内周遊を促進するためのプロモーションや情報発信が重要

・ 観光需要回復に向けたKPIの設定や、旅行者の傾向把握が重要

・ インバウンド誘客について、東アジアのマーケットの中で、どの国をどの配分で誘客していくかの戦略を深堀りすべき

・ 地域の民間プレーヤーと連携し、テーマ性を持った地域の観光資源の掘り起こし、磨き上げを図るべき

・ 民間プレーヤーの動きを把握し、地域の尖った取組みを県が支援できる仕組みづくりが重要

・ コロナ禍でも堅調な体験型旅行商品の造成を強化することにより、県内周遊を促進すべき

・ 観光地は一番強いエリアを更に強化し、周辺にあるコンテンツと繋げて波及効果を大きくしていくことが近道

④ 受入環境の充実、観光振興の体制強化

ｃｃｖ

② デジタルマーケティングの強化

③ 観光資源の魅力向上、周遊促進

① 施策の方向性、訴求ターゲット等について

＜委員からのご意見＞



４ 令和４年度における主な観光局関連事業について _①

１ 受入環境の充実

２ 観光資源の魅力向上

■ 宿泊業における生産性向上の取組みを支援

■ 統一的なテーマ設定による資源開発と商品造成を支援

■ サイクル・トレイルツーリズムを推進

■ 外国人観光客受入環境を整備

・ 多言語対応コールセンターを運営

（外国人観光客の利便性向上、宿泊施設等との円滑なコミュニケーション）

・ 県内６地域に設定した「広域観光エリア」において、体験プログラムなど旅行商品を造成

・ グリーンツーリズム（魅力あふれる農泊推進事業）

・ 観光素材の開発に取り組む事業者への支援

・ 地域の特色を活かした個性ある宿泊施設の整備を支援

・ サイクリストの受入に係る環境整備に対する助成

・ 広域サイクリングルートの案内板、路面標示を整備

・ 台湾からのサイクリスト誘客促進のため、旅行商品の造成やプロモーションを実施

・ トレイルツーリズム推進のため、旅行商品の造成やプロモーションを実施

新
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・ 宿泊業専門アドバイザー等による課題整理及び解決に向けた個別経営支援

・ 宿泊事業者の生産性向上に資する設備導入等を支援

新

新

新

■ ピクトグラムの活用促進による観光施設の感染防止の取組みを支援新

・ 「新たな旅のエチケット」を外国人旅行客に啓発するため、県内の観光地で統一的に

使用できる感染防止ピクトグラム（多言語版）を制作、周知



４ 令和４年度における主な観光局関連事業について _②

３ 効果的な情報発信

４ 観光振興の体制強化

■ 国内からの誘客プロモーションを推進

■ 宿泊、飲食事業の人材育成を支援
■ 観光ボランティアガイド等の育成を支援

■ 観光団体のDMO化を加速

■ 県観光連盟の体制を強化

■ インバウンド需要を開拓

■新たな「福岡の避密の旅」観光キャンペーンを実施
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・ 1人1泊当たり宿泊代の20％を助成 ＜最大5,000円/人＞

・ 旅行商品代の20％を助成

＜交通付宿泊最大8,000円/人（宿泊のみ最大5,000円/人）、日帰り最大2,000円/人＞

・ 地域の飲食店や土産物店等で利用可能な地域クーポン券を配付 ＜最大3,000円/人＞

〔対 象〕 全国の旅行者 〔目標人数〕 200万人

・ 大都市圏からの誘客を目的とした観光プロモーションを実施

・ 修学旅行需要の回復に向けたキャンペーンを実施

・ 広域観光エリアのプロモーションを強化

・ 観光案内サイト「クロスロードふくおか」の情報発信機能を強化

・ オンラインツアー動画等によるプロモーションを実施

・ 東アジア・欧米豪の現地旅行社に対するオンライン観光説明会を実施

■ 観光ビッグデータを活用した旅行実態を把握

・ DMO本登録に必要な専門人材の育成講座を実施

・ DMO登録要件等に関する相談・指導を行うワンストップ支援窓口を設置し、

課題内容に応じて専門家を派遣

・ 観光資源の磨き上げや受入環境整備に取り組むため、県観光連盟に

観光地域づくりの専門部署を設置

・ 携帯基地局情報やSNS情報等を活用し、観光客の旅行実態を把握

新

新

新

新



福岡県次期総合計画
における施策名

数値目標名
現状値

（R2年度）
目標値

（R8年度）
目標値の考え方

ウィズコロナ・ポストコロナを
見据えた観光産業の
高付加価値化

旅行消費単価（日本人）
36,300円
（R2年）

50,800円
（R8年）

R6年度にコロナ前（R1）の値に回復し、
以降順調に続伸

旅行消費単価（通常入国外国人）
66,000円
（R1年）

78,000円
（R8年）

R6年度にインバウンドがコロナ前（R1）の
水準に戻ると想定

広域ルートの設定・新たな
観光エリアの創出による
旅行消費の拡大

旅行消費単価（日本人）
（再掲）

36,300円
（R2年）

50,800円
（R8年）

R6年度にコロナ前（R1）の値に回復し、
以降順調に続伸

旅行消費単価（通常入国外国人）
（再掲）

66,000円
（R1年）

78,000円
（R8年）

R6年度にインバウンドがコロナ前（R1）の
水準に戻ると想定

リピーター率
59.5％

（R1年度（参考値））
65.0％

毎年1％の増（過去３年間に福岡県を２回
以上訪問したと回答した県外在住者の割合）

デジタルマーケティングの強化

県の観光情報SNSフォロワー数
（国内向け）

85,008人
（累計）

200,000人
（累計）

現状値の約２倍を目指す
（Facebook、Twitter、Instagram）

県の観光情報SNSフォロワー数
（海外向け）

197,570人
（累計）

400,000人
（累計）

現状値の約２倍を目指す
（Facebook、Instagram、WeChat）

県の観光情報SNS記事閲覧数
（国内向け）

217万回 400万回
現状値の約２倍を目指す
（Facebook、Twitter、Instagram）

県の観光情報SNS記事閲覧数
（海外向け）

400万回 800万回
現状値の約２倍を目指す
（Facebook、Instagram、WeChat）

マーケティングに基づく
戦略的な国内外からの
誘客・県内周遊の促進

延べ宿泊者数（日本人）
1,616万人泊

（R1年）
1,772万人泊

（R8年）
R6年度にコロナ前（R1）の値に回復し、
以降順調に続伸

延べ宿泊者数（外国人）
426万人泊
（R1年）

532万人泊
（R8年）

R6年度にインバウンドがコロナ前（R1）
の水準に戻ると想定

リピーター率
（再掲）

59.5％
（R1年度（参考値））

65.0％
毎年1％の増（過去３年間に福岡県を２回
以上訪問したと回答した県外在住者の割合）

観光人材の育成、
観光組織体制の強化

観光地域づくり法人及び観光地域づくり
候補法人の数

11団体
（累計）

17団体
（累計）

県内のDMO数は平均的であるため、
年１件の新規登録を目指す

【参考】 次期福岡県総合計画に係る数値目標（KPI）一覧
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